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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月9日(2014.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の放電灯点灯装置は、放電灯を点灯させる放電灯点
灯装置であって、放電灯の特性に応じて規定される放電灯電圧を供給する電力供給部と、
電力供給部によって供給される放電灯電圧に基づいて、放電灯に印加する交流電圧に逆変
換するインバータと、放電灯に印加される交流電圧と放電灯に流れる交流電流とに基づい
て、電力供給部における放電灯電圧およびインバータにおける駆動周波数を制御する制御
部とを備え、制御部は、放電灯に流れる交流電流が高周波期間である高周波ブロックと低
周波期間である低周波ブロックとを有する矩形波となり、当該矩形波において、極性反転
直前の電流値（絶対値）は、極性反転後の電流値（絶対値）よりも大きくなる突起部を有
するように、電力供給部における放電灯電圧およびインバータにおける駆動周波数を制御
することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、好ましい制御部は、矩形波における突起部の個数を調整することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、上記目的を達成するために、本発明の放電灯点灯方法は、放電灯を点灯させる放
電灯点灯装置が実行する放電灯点灯方法であって、放電灯の特性に応じて規定される放電
灯電圧を供給する電力供給ステップと、電力供給ステップで供給される放電灯電圧に基づ
いて、放電灯に印加する交流電圧に逆変換する逆変換ステップと、放電灯に印加される交
流電圧と放電灯に流れる交流電流とに基づいて、電力供給ステップで供給される放電灯電
圧および逆変換ステップで駆動する駆動周波数を制御する制御ステップとを含み、制御ス
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テップは、放電灯に流れる交流電流が高周波期間である高周波ブロックと低周波期間であ
る低周波ブロックとを有する矩形波となり、当該矩形波において、極性反転直前の電流値
（絶対値）は、極性反転後の電流値（絶対値）よりも大きくなる突起部を有するように、
電力供給ステップで供給される放電灯電圧および逆変換ステップで駆動される駆動周波数
を制御することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　電流検出部Ｉｄｅｔによって検出された電流値を示す放電灯電流信号ｃは、全波形実効
電流演算部１３６に入力され、全波形実効電流演算部１３６は、当該放電灯電流信号ｃに
基づいて、全波形における実効電流値を算出し、全波形実効電流信号ｆを出力する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　部分波形実効電流演算／比較部１３４は、駆動制御部１３３からの周波数情報ｈと、電
流検出部Ｉｄｅｔからの放電灯電流信号ｃとに基づいて、高周波および低周波それぞれの
周波数ブロックにおける実効電流値を演算／比較する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　誤差検出部１３５は、部分波形実効電流演算／比較部１３４における演算／比較結果に
基づいて、高周波および低周波それぞれの周波数ブロックにおける実効電流値の誤差を検
出し、各周波数ブロック間における電力誤差補正信号ｉを電力制御部１３２に出力する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　図４は、放電灯２００に供給する交流電流（２）の様子を示す図である。図４において
、図３に示した交流電流と比べて、極性反転直前で電流値を瞬時増加させる突起部の箇所
を間引いている。図３では、矩形波の全ての極性反転直前（例えば、２００～５００μｓ
ｅｃ）に、電流値を電流増加させるのに対して、図４では、高周波ブロックＡにおける実
効電流と、低周波ブロックＢにおける実効電流との誤差がなくなるように、高周波ブロッ
クＡにおける矩形波のうち、極性反転直前で電流値を瞬時増加させる突起部を間引いてい
る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放電灯を点灯させる放電灯点灯装置であって、
　前記放電灯の特性に応じて規定される放電灯電圧を供給する電力供給部と、
　前記電力供給部によって供給される放電灯電圧に基づいて、前記放電灯に印加する交流
電圧に逆変換するインバータと、
　前記放電灯に印加される交流電圧と前記放電灯に流れる交流電流とに基づいて、前記電
力供給部における放電灯電圧および前記インバータにおける駆動周波数を制御する制御部
とを備え、
　前記制御部は、前記放電灯に流れる交流電流が高周波期間である高周波ブロックと低周
波期間である低周波ブロックとを有する矩形波となり、当該矩形波において、極性反転直
前の電流値（絶対値）は、極性反転後の電流値（絶対値）よりも大きくなる突起部を有す
るように、前記電力供給部における放電灯電圧および前記インバータにおける駆動周波数
を制御し、
　前記制御部は、前記高周波ブロックにおける実効電流と、前記低周波ブロックにおける
実効電流とを同一にすることを特徴とする、放電灯点灯装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記高周波ブロックにおける交流電流および／または前記低周波ブロッ
クにおける交流電流の電流値を調整することを特徴とする、請求項１に記載の放電灯点灯
装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記矩形波における突起部の個数を調整することを特徴とする、請求項
１に記載の放電灯点灯装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記放電灯の特性および状態に応じて、前記突起部における電流値（絶
対値）および／または形状を調整することを特徴とする、請求項１に記載の放電灯点灯装
置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記放電灯の特性および状態に応じて、前記高周波ブロックにおける交
流電流および／または前記低周波ブロックにおける交流電流について、少なくとも周波数
およびパルス数を調整することを特徴とする、請求項１に記載の放電灯点灯装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記高周波ブロックにおける交流電流および／または前記低周波ブロッ
クにおける交流電流のうち、いずれかに前記突起部を有することを特徴とする、請求項１
に記載の放電灯点灯装置。
【請求項７】
　放電灯を点灯させる放電灯点灯装置が実行する放電灯点灯方法であって、
　前記放電灯の特性に応じて規定される放電灯電圧を供給する電力供給ステップと、
　前記電力供給ステップで供給される放電灯電圧に基づいて、前記放電灯に印加する交流
電圧に逆変換する逆変換ステップと、
　前記放電灯に印加される交流電圧と前記放電灯に流れる交流電流とに基づいて、前記電
力供給ステップで供給される放電灯電圧および前記逆変換ステップで駆動する駆動周波数
を制御する制御ステップとを含み、
　前記制御ステップは、前記放電灯に流れる交流電流が高周波期間である高周波ブロック
と低周波期間である低周波ブロックとを有する矩形波となり、当該矩形波において、極性
反転直前の電流値（絶対値）は、極性反転後の電流値（絶対値）よりも大きくなる突起部
を有するように、前記電力供給ステップで供給される放電灯電圧および前記逆変換ステッ
プで駆動される駆動周波数を制御し、
　前記制御ステップでは、前記高周波ブロックにおける実効電流と、前記低周波ブロック
における実効電流とを同一にすることを特徴とする、放電灯点灯方法。
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